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6 月 2 日のｱｼﾞｪﾝﾀﾞ	
 

司会	
 佐久川	
 会員	
 

場所	
 大阪市立社会福祉センター	
 

＊事務局報告＊	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 中北	
 会員	
 

 定款変更に伴う法人登記が完了しました。8月総会に向けて準備を進めます。 
 運営会議６月２３日 PM2時：活動報告・活動計画等の書類を１週間前に提出ください。	
 理事会７月２１日 PM3時 

８月総会開催に向けて、議事を深めてゆきます。 
 来年は 20周年を迎えますが、どのようなスタンスで迎えるのか、イベント等も含め考えてください。 
 6月 30日（土）で H23年度の会計を締めます。未精算のないようお願いします。 
 元会員の高木さんについて：4月他界されました。5/20に小川・有馬・長岩・光川・鎌田の 5名で訪問し位牌にお参

りしてきました。	
 	
 小川会員 
 ふくてっく会報 82号発刊しました。HPに UPしました。原稿のご協力ありがとうございました。 

 
＊外部連携報告＊	
 

 5 月 10 日	
 福井Ｄｒ．淀川助け合い．海空太陽．中北	
 懇談	
 	
 

淀川区にて	
 地域コミュニティコアの立ち上げ	
 	
 

医療と介護、専門職と市民活動のコラボを模索します	
 

次回は６月 11 日	
 

 5 月 15 日	
 あいちゃん会議（阿倍野区の市民活動）	
 

 5 月 16 日	
 有ボ連定例会/杉浦氏出席	
 

今後の予定	
 

 6 月 11 日	
 真友会	
 福井Ｄｒ．淀川助け合い．海空太陽．中北で	
 

 6 月 16 日	
 ＪＩＡ見学会「宝塚プラザコム」	
 

 6 月 20 日	
 有ボ連定例会	
 

	
 

＊回覧資料紹介＊	
 

	
 ・ゆめ風基金「ゆめごよみ風だより」	
 ・日本スローワーク協会「会報」	
 	
 

・大阪ボランティア協会より案内	
 ・高齢者住宅情報センター「茶屋町通信」	
 

	
 

＊学習会＊	
 13：50～15：20	
 

高次脳機能障がいを生きる	
 

ジョブコーチ：堀ノ上	
 薫氏	
 	
 	
 	
 当事者：松永	
 裕介氏	
 	
 杉谷	
 勉氏	
 

高次脳機能障がいは“見えない障がい”と言われます。障がいが見えにくいから起きる様々な問題・課題。	
 

課題解決の為に私たちは選択した手段は“伝える”ことです。	
 

障がいを通じて見える・見えた景色。自らの体験を語ることで周囲の理解を深めます。	
 

交通事故等の頭部の怪我、脳梗塞の後遺症により、周囲との関係に支障がです。	
 

杉谷：活動目的は自立・就労するために。自身が自分の事を知る、皆さんに理解してもらうために活動しています。	
 

意見をお願いします。アドバイスをお願いします。	
 

松永：私は高次脳機能障がい者です。当事者自らが主体的に話すことが難しい。ゆえに、Q&A 方式で話を進めていきます。	
 

堀ノ上：私が質問をします。まず、原因は何だったでしょうか。	
 

杉谷：交通事故が原因、意識が戻った時なぜここにいるのかも解らなかったし、家族等の話は聞き取れるが理解はできなか	
 

った。自分の事でなく第三者の出来事のように受け取った。	
 

松永：20 歳で脳梗塞になったことが原因、喫煙があり食生活が乱れていた。半年前より体調の変化があったが、病気だとは	
 

思わなかった。	
 

堀ノ上：症状について①記憶障害	
 ②注意障害	
 杉谷さんとのコミュニケーションでの出来事で 10 回中 7 回は同じことを	
 

最初から聞き返される。③遂行機能障害	
 ④社会的行動障害	
 すぐにカットなったり大声を出したりする事はあるか。	
 

障害を理解してもらう前に人間関係を悪化させる。⑤①～④以外の感じる障害	
 ⑥一般就労に向けて、時間配分が難しいし、	
 

理解者を広げていく。⑦治療について	
 ⑧完治について。代替え手段を身に着けることで社会生活を獲得できる。	
 

⑨受傷される前の生活	
 ⑩友人関係はどうなりましたか	
 ⑪受傷後変わったことは	
 ⑫自分の障害を認めていますか	
 

杉谷：受傷して 5年①以前に比べて忘れやすくなった。自覚はありませんが、何度も同じことを質問する。回りの人も最初は笑っているが、	
 

何度も同じことが続くと人は離れていく。名詞がでてこない、物は解るが言葉がでない。②注意を向けることはできる。	
 

③周囲から段取りが悪いと言われたことはない。時間は守れない、受傷以前も遅刻をしていたようだ。④ありません。	
 

NPOふくてっく定例会  
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高次脳機能障害の知人に職場放棄を繰り返す彼は、障害は当初解らないで悩んでいたが、病院で診断されホットしていた。	
 

⑤左半側空間無視があり、自ら意識することでトラブルを避けている。言葉がでずらい、話すタイミングが合わない。	
 	
 

⑥以前に比べて疲れやすくなった。休憩をはさまないと倒れる。⑦病院での治療は受けていない。３つのリハビリをおこな	
 

っている。朝一番に運動する・午前中に予定を確認する・寝る前に今日の振り返りと明日のスケジュールの確認。	
 

⑧急性期・回復期・慢性期を経て症状固定していると医師に言われたが、日々の生活で回復できると思いたい。	
 

⑨病院で働いていた。趣味等で有意義な生活をしていた。⑩友人は一人しか残っていない。	
 

⑪いい男になった。世界観が変わった。受傷以前の人間関係は無くなったが、新たな人間関係ができた。幸せ同志ができた	
 

友の概念が変わった。⑫認め受け入れている。⑬高次脳機能障害は見た目ではわからない、当事者が見える障害に変えるために講演活動を	
 

している。	
 

松永：①できる時、できない時と自らが調整がつかない周囲の人から、甘えていると言われ理解を得られない。	
 

②疲れやすくなり長時間集中できない。③段取りは悪くないが物覚えは悪い。24～27 才に配送関係で仕事をしていたが、	
 

社会経験が少ない分、受傷以前の経験がその後の生活を支配する。時間に関しては約束どおり守る。④ありません。	
 	
 

高次脳機能障害の家族会等に参加した時、大声で怒ったりした人がいたが、周りの人は平気。当事者会であった人は日常的	
 

な会話で急に怒るポイントが解らない。⑤呂律がまわりにくい。嚥下が遅い、右半身がしびれているので細やか・すばやい	
 

動きができない。集中すれば集中するほど手が震える、麻痺側だけでなく両手に症状がでる。⑥当事者の集いでも疲れやすい	
 

という話が多い。⑦治療は受けていない。脳に刺激をあたえる、毎日何かをする。当事者会に参加し友人を作る。	
 

⑧医師から完治は難しいと言われた。⑨学校に行かず、バイト三昧の大学生活。⑩受傷以前の友人は４・5人、その後は 10 人	
 

ぐらい。受傷以前は友人は離れていった。⑪性格は良くなったと自分は思っている。⑫受容するのに２～３年かかった。	
 

障害を認め受け入れている。	
 

受傷以前の記憶は残っていますか？杉谷氏：小学生からドリルを始めた。一から覚えなおした。	
 

松永氏：ほとんど忘れていない。	
 

高次脳機能障害の全体数や把握は？年間 1万人程増えている。認定する医師が増えた。	
 

就労されていますか？就労はしていない。高次脳機能障害者の就労支援を仕事にしたい。	
 

就労に向けて、障害者自立支援の制度を利用できないか？精神障害手帳に類するので、企業の障害者枠は身体障害を対象と	
 

しているので、就労は難しい。就労以降支援事業に発展させていきたい。当事者 2名、堀ノ上さんの活動するきっかけは	
 

宝塚社協に職員時代、杉谷さんと出会いトライサングルを立ち上げた。仲間をサポート 7	
 

高次脳機能障害の支援事業は兵庫県では積極的で無く、当事者が実績を積み	
 

6 月 20 日に NPO 法人の認可がおりる。助成金を申請して収入としている。	
 

１．住環境研究部会	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 畑	
 会員	
 

 ５月１９日（土）貝原悦軒「養生訓」	
 勉強会 3人参加	
 	
 

 ６月１３日（水）帝塚山新型特養	
 見学会案内：参加者には平面図をお渡しします。	
 

	
 

２．研修部会	
 苅田	
 会員	
 

「パソコン教室」の案内	
 

6/2(土)	
 10：00～	
 ボランティア情報センター1階受付前	
 4 名参加、参加費 500 円	
 

写真をワード等に貼れる作業を習得したい。	
 

３.	
 木工部会	
 西川	
 会員	
 

 6 月は対外、対内ともに活動はありません	
 

子供カーニバルは当日 6時半に中止の連絡がありました。	
 

４．福祉用具部会	
 古場	
 会員	
 

 ５月１４日（月曜日）	
 	
 	
 	
 	
 参加者	
 ３人	
 	
 	
 	
 センター	
 	
 苅田	
 

	
 会	
 場…ATC	
 ITM 棟	
 ふくてっく事務局内	
 	
 内	
 容…歩行器試作模型品を見ながら、製作の過程を検討した。	
 

 ６月１１日（月曜日）	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 センター	
 	
 苅田	
 

	
 会	
 場…ATC	
 ITM 棟	
 ふくてっく事務局内	
 	
 	
 内	
 容…歩行器試作模型品を見ながら、製作の過程を検討する	
 

大阪府大の奥田教授が、障害者のスポーツの器具を研修開発をされているので、コンタクトとって	
 

５．東大阪部会	
 	
 清水	
 会員	
 

 5 月の東大阪における改造助成・介護住改の検証活動は 4日間（5/10.17.23.24.31）延べ 17 名活動。	
 

 活動検討会 5/19	
 10:00～12：00	
 ATC ふくてっく事務局にて開催、参加者 9名。	
 

	
 	
 	
 	
 H24 年度事業計画検討し決定	
 

 ワンポイントアドバイス	
 「階段の手すりについて」山本会員	
 

転落防止と移動補助、其々の目的合わせて高さを決める必要がある。	
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６．こむねっと事業部会	
 中北	
 会員	
 

1．こむねっとコア会議：今日 10:30 より会議を開催し、H23 年度も纏めと H24 年度事業計画について協議した。	
 

2．福祉サービス第三者評価	
 	
 

①5 月 16 日	
 24 年度第１回評価機関連絡会	
 

今後の予定	
 

6 月 11 日	
 24 年度第１回推進委員会	
 

7 月 14 日	
 福祉の就職総合フェアにおいて受審ＰＲ活動	
 

11 月予定	
 マッセ大阪、府社協、連絡会の協働でセミナー開催	
 

	
 	
 ②やすらぎの丘・たかとりワークスの第三者評価	
 

	
 6 月 6・7 日	
 評価結果に基づいて職員と懇談。今後の取組を模索する。	
 

③羽曳野の事業所（ＳＴ社）の第三者評価も、並行してスタートします。	
 

3．H24 年度建物定期検査報告	
 

4.	
 その他	
 

5．児童養護関係の第三者評価	
 

＊ひとことタイム＊（会員による個人の情報発信コーナー）	
 

・大塚会員	
 松原/まつの実後援会が実施する映画会 6/24（日）実施する。ﾀｲﾄﾙ「ハッピーバースディー」いじめ問題	
 

知的障がいの人たちの歌声は素晴らしい歌声です。	
 

・畑会員の無責任発言：日本の年金制度	
 

・中部/7 月後半で予定	
 

＊初参加者の感想＊（初参加者には例会参加の動機、参加した感想など一言お話しいただきますのでご協力ください）	
 

滋賀県より講師のサポーターとして参加/杉谷氏：様々な情報があって興味がありました。 

和やかな会がよかった。役割分担していくと多方面で活動ができると思います。 
＊次回例会の司会予定＊	
 	
 

平成 24 年 7 月 7 日	
 
司会：島村会員	
 

五十音順です。予定者の都合が悪い場合は、次の会員が担当となります。

予定：清水会員	
 杉浦会員	
 

＊次回以降の予定＊	
 

・7 月 7 日（土）13：30～17：00 頃	
 	
 会場：大阪市立社会福祉センター	
 

	
 	
 ■学習会：東大阪部会	
 活動報告	
 

・8月 4 日（土）13：30～17：00 頃	
 	
 会場：大阪市立社会福祉センター（予定）	
 

	
 	
 ■総会	
 

	
 

	
 


